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家族向け法人事業説明会を開催しました 
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～あるがままに あたりまえに～ 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「コロナ」前はより身近な事業所・職員と懇親を深めていただきたいという思いがあ

り、当法人では各事業所単位での家族懇談会を重視してまいりました。 

 新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行したことや、法人組織も大きく変わろう

としている節目であることから、法人内事業所をご利用いただいている保護者・家族を対

象とした説明会を７月１８日(火)に開催しました。 

 １０５名の参加希望をいただいた説明会（会場参加・オンデマンド視聴）では、あらた

めて武蔵野千川福祉会の現状を共有させていただくとともに、利用者・家族・職員がとも

に前へ進んでいくことを確認する機会となりました。 

せんかわだより

２０２３．８月号 

Ｎｏ．５５３ 
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１５年ぶりの開催となった「家族向け法人事業説明会」では、法人事業の現状と展望をお伝えする機会

を通じて、ご家族との信頼関係の構築と法人のとりくみに対する理解を深めていただくとともに、将来の

イメージを持っていただくことを目的としました。 

法人の動向について 

まずは、理事長の菅野より理事会の体制変更について、組織体制の見直しを進めていること、利用者の

福祉的支援の充実を図るために「相談支援部」を創設するとともに、時代の変化に合わせて生産活動を提

供するために「営業部」を創設したこと、事業を推進していくために職員育成についての学習会を進め、

事業方針や事業内容を展開していくとりくみなどを説明しました(図①)。 
また、５年後、１０年後も利用していただくために、令和5年度から令和９年度の５カ年を期間とし

た中長期計画の策定に向けてとりくんでいることをご家族に伝えました。計画を立てるだけではなく、魅

力ある法人にしていくために常に計画の進捗を確認し、とりくみを続けることの大切さを共有しました。 
続いて常務理事の唐澤より法人の特徴について理念に基づき、利用者支援(図②)、事業所運営(図③)それ

ぞれについて大切にしていること、利用者の大人としての育ちを大切にし、一人ひとりの利用者が持って

いる力を活かせる事業所（機能分化）で最大限の力を発揮できるよう支援していくことを共有しました。 
また、運営、財務といった経営状況を説明するとともに、安定した法人運営を行っていることをお伝え

することで、ご家族の安心につながったと捉えています。 

 

各事業の展望～各事業の中長期計画 

各事業では、これまで分野別の研修を積み重ねてきまし

た。その中で、利用者支援で大切にしていることを確認し

つつ、実践を進めています。また、各事業の中長期計画(図

④)について今後５年、１０年をかけてとりくんでいく目標

を掲げるとともに、各事業における『今後のとりくみ』に

ついて説明しました。以下、抜粋した内容を紹介します。 

お伝えします・・・法人の現状と展望 

～家族向け法人事業説明会～ 

 

（図①） （図②） （図③） 

（図④） 
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利用者の活き活きとした地域生活を実現できる、魅力ある法人をつくるためには、組織体制を整えるだ

けではなく常に計画を見直し、実現させていくことが重要であると考えています。そのために、法人全体

が同じ方向性で、一体感を持って運営していくように各事業部で標準化を進めていきます。 

今回の説明会では、多くの保護者、家族に参加いただきました。次回に向けて課題を振り返り、また当

法人のとりくみを理解していただく機会として、定期的に共有できる場を開催していきたいと考えており

ます。                                  （文責：金田 大志） 

・ 安心、安定してはたらき続けることができるように、はた

らきやすい環境を常に提供できるようにします。 

・ 生産活動を集団の中での役割を通して、利用者一人ひとり

が力を発揮し、活躍できる支援を行います。 

・ 安定した生産活動を提供できるよう、新たな作業種の開

拓も行います。 

・ 利用者が「楽しい」、「またやりたい」、「明日も行き

たい」と思える活動プログラムを構築していきます。 

・ 生活介護における生産活動のあり方をおさえ、他の諸活

動を学び充実を図ります。 

・ グループホームから地域への自立生活体験を進め、新た

な形で職員が支援しながら地域での生活を送ることがで

きるようにします。 

・ 高齢になっても、グループホームで暮らし続けることが

できるように、とりくみを進めます。 

・ さまざまな経験ができるように、活動メニューを豊富に

様々な活動を提供できるようにします。 

・ 「できた」「わかった」が経験できる活動を展開します。 

・ 地域の幼稚園、進学する学校、所属している学校、同事業

を行っている他事業所、関係機関との連携を密にしていき

ます。 

【就労継続支援B型事業】＝「働く力」を伸ばす具体的な支援づくり 

【生活介護事業】＝選ばれる日課プログラムづくり 

【地域生活支援事業】＝地域で暮らし続けるためのしくみづくり 

 

【幼児・児童支援事業】＝幼児期・学齢期・成人期をつなげる特徴づくり 
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コロナ禍があけて 

 

 千川地域夏祭りでは、楽

しそうに笑い合う様子を見

ました。そんなあたりまえ

のことに懐かしさと愛おし

さを感じる瞬間がありまし

た。なんでもオンラインで

便利になりましたが、楽し

みを直接共有することは良

いものだと感動しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暑中お見舞い申し上げます 

 梅雨が明け、いよいよ本格的な夏の到来となりました。 

毎日のように厳しい暑さが続いていますが、いかがお過ごしでしょうか。各事業所では

引き続き感染対策と熱中症対策をしながらこの夏を乗り切りたいと思います。 

 今年は４年ぶりに宿泊行事を再開するため、しっかりと準備を進めています。 

みなさま健康に気をつけて有意義な夏をお過ごしください。 

 

【おしらせ】 

８月９日（水）～１６日（水）は、通所事業は夏季休業といたします。 

（千川さくらんぼクラブを除く）どうぞよろしくお願い致します。  

【とぴっくす】～インスタだよりvol.1～＃千川地域夏まつり 

 ４年ぶりに法人として出店した“千川地域夏まつり”で

は、たくさんの方に訪れていただきました。 

 今回は焼きおにぎりと焼き餃子の模擬店として参加。 

大阪の(社福)ひびき福祉会様から１，０００個仕入れた

『バカ美味ぎょうざ』…たくさん用意したつもりだったので

すが、なんと１９時前には完売御礼！和太鼓や盆踊りなど、

夏祭りは大盛況！最後は花火でフィナーレとなりました。 

来年は７月２０日に開催予定です。お楽しみに！！  

 

 

５日(水) (職員研修)生活介護学習会 

９日(日) 生涯発達・地域生活支援研究会 

１１日(火) (職員研修)生活支援学習会、常任理事会 

１２日(水) (職員研修)児童発達支援学習会、Ｂ型事業所学習会 

１８日(火) 家族向け法人事業説明会 

１９日(水) 所長会議 

２０日(木) 初級職員研修 

２２日(土) 千川地域夏まつり出店 

２６日(水) 常任理事会 

３１日(月) 武蔵野市地域自立支援協議会職員出席 

今月の動向 ～令和５年７月～ 


